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　保険料の納付方法が、特別徴収（年金差し引き）となっている方、また４月から特別徴収になる方は、
４月に受給する年金から保険料が仮徴収されます。
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　特別徴収（年金差し引き）で納付している方、また、これから特別徴収となる方で、口座振替による納
付を希望する方は、納付方法を口座振替に変更できます。　なお、口座振替を申し込む時期により、特別
徴収を停止する時期が異なりますので、詳しくはお問い合わせください。
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　保険料は前年の所得により決定しますが、その所得が確定するのが６月のため、７月まで保険
料を決定することができません。そのため、４・６・８月に支給される年金から差し引きとなる
保険料は前年の保険料を基にした暫定金額となることから、仮徴収といいます。
　なお、所得が確定し１年間の保険料が決定した後、仮徴収で納めた額を差し引いて、残りの額
を１０・１２月、翌年２月に支給される年金から本徴収します。
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　平成２３年２月に差し引いた額と同額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収します。
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年額３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

����平成
２２年度 ６０,０００７,５００７,５００７,５００７,５００７,５００７,５００７,５００７,５００
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２３年度 ９０,０００２０,０００２０,０００２０,０００������������������
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年額３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

������������������平成
２２年度 ６０,０００������１０,０００１０,０００１０,０００１０,０００１０,０００
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２３年度 ９０,０００２０,０００２０,０００２０,０００������������������
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　平成２２年度の保険料を６分の１とした額を４・６・８月に支給される年金から仮徴収します。
　なお、年度の途中から加入した方の保険料は、１年間分の保険料相当額で計算します。


